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国土交通省における衛星リモートセンシングデータ活用施策

１．災害対応への活用状況

①令和６年能登半島地震における活用事例

（参考）土砂災害箇所の確認・監視

（参考）被災時における浸水状況の把握

（参考）港湾の被災状況の把握

２．インフラ管理や気象予測などへの活用状況

①道路の管理・点検におけるのり面形状等の把握等

②ダム貯水池の周辺斜面の地すべり監視・ダム堤体変位監視

③民間光学衛星を活用した地図更新の効率化

④衛星による気象データの充実化・高度化を通した気象予測の精度向上

（参考）PLATEAUにおける３D都市モデル更新

（参考） 活火山の地殻変動監視 1
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１．災害対応への活用状況



○ 国土地理院では、人工衛星「だいち２号」の観測データを解析し、能登半島全域の地殻変動を明らかにした。
○ この結果、輪島市西部で最大約4mの隆起、最大約２ｍの西向きの変動が、

珠洲市北部で最大約２ｍの隆起、最大約３ｍの西向きの変動が見られる。

①SAR衛星（ALOS-2）を活用した地殻変動の解析 令和6年1月19日時点

出典：国土地理院 https://www.gsi.go.jp/uchusokuchi/20240101noto_insar.html
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令和６年能登半島地震



①SAR衛星（ALOS-2）を活用した海岸線変化の抽出

○ 国土地理院では、人工衛星「だいち２号」の観測データを解析し、海岸線の変化を抽出した。
○ 地震に伴う隆起が検出された地域の沿岸では、陸化した地域があることがわかり、

 約4ｍの隆起が検出された輪島市皆月湾周辺では、約200ｍの海岸線の変化が見られた。

SAR強度画像で捉えられた
沿岸の陸化域

出典：国土地理院 https://www.gsi.go.jp/uchusokuchi/20240101noto_pwr.html
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令和６年能登半島地震



①赤外センサー衛星（Terra等）を活用した広域火災の検出

○ 国土技術政策総合研究所では、赤外センサーを搭載する人工衛星（Terra、Aqua、Suomi-NPP 及び NOAA-20）による
観測データに基づく火災発生地域の検出を試みた。また、JAXA より GCOM-C による火災検出情報の提供を受けた。

○ 今回の解析では1月2日未明の早い段階で輪島市河井町及び能登町白丸周辺での大規模火災が発生している可能性がある
ことが確認された。これらの情報は国総研及び建築研究所による現地調査における参考情報として利用した。

https://www.nilim.go.jp/lab/bbg/saigai/R5/notojishin02.pdf
令和6年（2024年）能登半島地震による建物等の火災被害調査報告（速報） 5
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①光学衛星（アクセルスペース社）による砂浜変化の把握

人工リーフ
の干出

○ 国土技術政策総合研究所では、光学衛星画像データ（アクセルスペース社）を用いて、砂浜の変化が激しい箇所を把握
した。地震後に砂浜が広がっている様子や、人工リーフの干出状況が確認できる。
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①SAR衛星（QPS社）による道路の被災状況把握

○ 航空写真とSAR衛星画像データ（QPS社）とを比較し、SAR衛星画像により被災が判読可能か性能確認を行った。
○ 大規模な道路の被災でも、震災前後のSAR衛星画像の比較により判読不能なものがあった。

No.1～3

No.4～5

No. 被災状況写真
（©国土地理院）

衛星画像（©(2024) ｉQPS,Inc.)

震災前 震災後

3

4 震災前画像無し

判読不能

1月2日撮影

1月5日撮影

12月14日13時17分観測 1月3日13時19分観測

1月6日13時56分観測

No.
被災状況写真

（©国際航業株式会社・
株式会社パスコ）

衛星画像（©(2024) ｉQPS,Inc.)

震災前 震災後

5 震災前画像無し

1月2日撮影

1月6日13時56分観測

No.
被災状況写真

（©国土地理院）
衛星画像（©(2024) ｉQPS,Inc.)

震災前 震災後

1

2

判読不能

1月2日撮影

1月2日撮影

12月14日13時17分観測 1月3日13時19分観測

12月14日13時17分観測 1月3日13時19分観測

令和６年能登半島地震
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○夜間でも観測可能な人工衛星画像（SAR画像）を撮影・解析し、土砂崩れのおそれのある

 箇所を抽出（JAXAと連携して実施）
○土砂移動のおそれのある箇所を抽出し、ヘリ調査等へ活用

・緊急観測の要請(1月1日)
・土砂移動のおそれのある箇所の抽出(1月2日) → 土砂移動の恐れのある箇所をヘリ調査による確認

©JAXA 国土地理院

河原田川（輪島市熊野町崩壊箇所）

衛星判読による土砂災害発生の可能性があるとされた箇所

衛星観測範囲
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①SAR衛星（ALOS-2）を活用した土砂災害箇所の早期把握 令和６年能登半島地震



●現在、人工衛星を活用し、災害初期の天候・昼夜を問わない土砂移動箇所の
早期把握に努めている。

●衛星コンステレーションや自動判読技術の活用を検討し、判読時間の短縮と
判読精度の向上を図る。

概要

Before After

・気候変動等により災害が頻発化・激甚化する中、早期
に被災状況を把握し、関係機関などに情報提供すること
が重要であるが、SAR衛星による日本国土の撮影が2回
/日であり、また判読作業には時間を要する。

©JAXA

SAR画像（ALOS-2）

ヘリ画像

被災時における
土砂移動把握の取組例

土砂移動が

疑われる箇所

衛星を活用した土砂移動箇所の早期把握

衛星コンステレーションによる観測頻
度の増加、及び判読の自動化技術の
活用により、SAR画像による早期の土
砂移動箇所の概略把握を目指す。

複数の衛星の観測
による多頻度化 自動判読技術の活用

（参考）土砂災害箇所の確認・監視
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（参考）土砂災害箇所の確認・監視

上記の取り組
みにより、利
用者目線で実
現されるもの

工程表

人工衛星の活
用による土砂
災害の早期把
握

目指す姿令和７～８年度令和６年度これまで～令和５年度

土砂移動等の自
動判読技術の活
用に向けて、災
害時等における
実証を開始

JAXA協定によ
る土砂移動箇所
判読（実施済
み）

土砂移動の早期
把握による迅速
な対策・警戒避
難の実施

土砂移動箇所の早期把握・精度向上によ
る早急な対策と実効性のある警戒避難

自動判読技術の
活用検討
衛星コンステ
レーションの活
用検討

●土砂災害の把握
時間の短縮や精度
向上による発災後
の早急な対策及び
適切な警戒避難を
目指す。



（参考）被災時における浸水状況の把握

 令和５年６月２日夜観測（23:44）にて、愛知県周辺の観測及び浸水域の抽出を要請

 整備局内の災害対応関係課への共有
 翌朝からのヘリ調査、地上調査での調査範囲の絞り込み検討
の参考資料に活用

 判読結果と合わせて提供された「統計情報」の推定浸水面積
を内部での被害状況とりまとめ速報資料で活用

 判読結果と合わせて提供頂いた「統計情報」の推定浸水面積
を基に概略の排水量を算定し、翌朝からの排水ポンプ車の配置
検討に活用

 （今後）浸水の痕跡調査結果がまとまりしだい、
その結果との比較などに活用予定

被害域自動抽出ツールでの解析結果

6/2 18:00 国交省（水局）⇒JAXAへ緊急観測要請
 23:44  観測

6/3 02:40 ・JAXA⇒国交省（水局）
被害域自動抽出ツールによる浸水被害状況の提供
・国交省（水局）⇒水局関係課、中部地整へ共有

 中部地方整備局での活用状況

県 市区町村 行政区域コード 推定浸水面積(ha) 推定浸水建物数
愛知県 一宮市 23203 459.03 1697
愛知県 中区 23106 0.03 0
愛知県 刈谷市 23210 208.41 403
愛知県 北区 23103 1.12 0
愛知県 北名古屋市 23234 163.92 321
愛知県 半田市 23205 29.01 61
愛知県 大口町 23361 58.91 90
愛知県 大府市 23223 67.79 15
愛知県 守山区 23113 8.75 32
愛知県 安城市 23212 1489.44 3325
愛知県 小牧市 23219 49.38 87
愛知県 岡崎市 23202 1396.74 8984
愛知県 岩倉市 23228 114.14 225
愛知県 幸田町 23501 325.51 194
愛知県 新城市 23221 135.26 120
愛知県 春日井市 23206 27.98 23
愛知県 東浦町 23442 49.42 52
愛知県 江南市 23217 62.57 101
愛知県 清須市 23233 1.02 1
愛知県 港区 23111 20.88 124
愛知県 知立市 23225 3.06 1
愛知県 碧南市 23209 465.76 903
愛知県 稲沢市 23220 63.83 110

浸水面積
・浸水建物数

約2時間半での解析結果提供により、翌朝からの災害対応に活用

活用状況（台風第２号及びそれに伴う前線の活発化による大雨）
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 中部地方整備局での活用事例：被害状況とりまとめ速報資料に活用

（参考）被災時における浸水状況の把握

活用状況（台風第２号及びそれに伴う前線の活発化による大雨）
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②

①

③

④

⑤

⑦
⑥

 ①～④：衛星の情報から浸水発生を把握し、現地でも浸水発生を確認した箇
所。霞堤であり自然排水される箇所。

 ⑤～⑥：衛星の情報から浸水発生を把握し、自治体からの排水ポンプ車を派
遣要請によって、現地でも浸水発生を確認した箇所。

 ⑦：衛星の情報から浸水発生を把握し、翌朝からの排水ポンプ車配置に向けて、
排水対象エリアや排水量算定等の配置計画を衛星の情報から検討した箇所。
翌朝に現地での浸水状況を確認した上で、排水ポンプ車の派遣を実施。
（次ページ参照）

 中部地整での活用事例：推定浸水面積を基に概略の排水量を算定し、翌朝からの排水ポンプ車の配置検討に活用

（参考）被災時における浸水状況の把握
活用状況（台風第２号及びそれに伴う前線の活発化による大雨）
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 中部地整での活用事例：推定浸水面積を基に概略の排水量を算定し、翌朝からの排水ポンプ車の配置検討に活用

前ページ⑦の箇所拡大

（参考）被災時における浸水状況の把握
活用状況（台風第２号及びそれに伴う前線の活発化による大雨）
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JAXAとの協定締結衛星を活用した港湾の被災状況把握のイメージ

国土交通省港湾局とJAXAで、衛星画像による災害
時の被災状況把握に係る協定を2023年1月に締結。
１月１日に発生した能登半島地震において、本協定
に基づき緊急観測を実施。

緊急確保航路

耐震強化岸壁

港湾区域

第1線防波堤

港湾事務所

 地震・風水害等の大規模災害発生時、港湾には緊急支援物資の受入やサプライチェーン維持の観点から港湾機能の速やかな回復が求められるが、
津波警報発令下においては港湾施設へ立ち入れず、迅速な被害状況把握は困難。

 警報発令下においても港湾の被災状況把握を可能とするため、JAXAとの協定を締結し、衛星による災害観測画像や分析結果の提供を受けることが
できる体制を構築。

 引き続き、衛星による港湾施設の被災状況・施設の利用可否判断等の体制や海域の漂流物判別システムの構築に向けた検討を実施。

防波堤

液状化発生エリア

緊急確保航路 水域施設（航路・泊地） 臨港道路

岸壁

（参考）港湾の被災状況の把握
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